
1/8　景気ウォッチャー調査（令和７年３月調査）― 東海（現状）―

　６．東海（地域別調査機関：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社）

（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
商店街（代表
者）

来客数の動き ・客の様子から判断した。

◎

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・個人旅行客の動きは新型コロナウイルス感染症発生前に近
い状態に戻ってきた。観光バスを利用した団体客は50％程度
の戻りで、特に高齢者中心のバス旅行が戻っていない。当県
には空港がないこともあり、インバウンドは少ないままであ
る。

○

一般小売店［酒
類］（経営者）

来客数の動き ・飲食店の来客数は僅かながら増加の傾向にある。ただし、
客も予算を決めているようで追加のオーダーが入らず、飲料
の販売はなかなか伸びないという話を聞く。

○

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・今月初め頃から親子連れで来店する客が多くなった。月の
前半は即購入でなく下見という様子で売上には余り結び付か
なかったが、20日過ぎ頃からは売上が少し伸びている。

○
スーパー（店
員）

お客様の様子 ・米の価格は毎月値上がりしているが、必需品のため購買は
継続している。

○
スーパー（販売
担当）

販売量の動き ・大きな公園近くの店なので、花見時期は特に花見商材の販
売量が増える。

○

スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・米の価格について、当地区は関東圏に比べて安定している
ためそれほど影響はない。野菜の値段も大分下がってきたた
め、購入量は増えており来客数も増加している。

○

スーパー（支店
長）

それ以外 ・賃金がやや上昇し、企業の設備投資も若干増えている。地
価も下げ止まりがみられることで、現状ではまずまずの状況
である。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数が前年を上回ってきており、値上げをした物が多い
なか販売量は減っていない。

○

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・来客数が増えた結果、販売点数が増えて客単価が増える好
循環になっている。値上げによる客単価上昇もあるが、それ
を除いて分析すると、販売点数が増えている。

○

コンビニ（店
長）

単価の動き ・値上げの影響かもしれないが、客単価が上がっている。値
上げがあったからといって買い控えも生じていない。

○

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・来客数が１日平均10人増減すると小規模店舗の状況は一変
する。10人増えた店と10人減った店の20人差は、行く末を考
えると厳しくなる。平均客単価は730円程度である。来客数
が増加傾向にあり、まだ道は開けると考える月となった。ア
プリクーポンによる販売促進効果は堅調である。30円引き程
度のクーポンを気持ちよく利用できる接客が親切な店だけが
生き残る時代である。

○
コンビニ（商品
企画担当）

単価の動き ・最寄り品を値上げした影響もあり、客単価が伸長してい
る。

○

家電量販店（フ
ランチャイズ経
営者）

単価の動き ・景気が良くなっているというより商品の値上げにより販売
単価が上がっている。今月は冷蔵庫の入替え時期で処分品の
動きが良かった。冷蔵庫や洗濯機は新商品と処分品の価格差
が大きいため処分時期には売れやすい。物価高でその傾向が
大きくなっている。

○
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・顧客の動きは良いが、なかなか成約に結び付かない。

○

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・１番の繁忙期としては物足りない売上だが、３か月前より
良くなっている。ただし、３月後半になり客足が鈍くなっ
た。

○

その他小売
［ショッピング
センター］（経
理担当）

来客数の動き ・足元の来客数はおおむね堅調に推移している。

○
観光型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・インバウンド需要の高まりに伴い、宿泊者数の増加傾向が
続いている。
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○

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・旅行しやすい季節となり案件は多い。花見目的の貸切バス
ツアーや新入社員のバス研修など年度初め特有の需要が目
立っている。

○

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・春の行楽シーズンに突入し、団体旅行を中心に旅行需要は
増えている。インバウンドの増加に伴い宿泊料が高騰してい
るが、それでも客は予約して旅行を催行している。しばらく
はこの状況が続く。

○
通信会社（サー
ビス担当）

販売量の動き ・引っ越しシーズンに伴い、新規申込みや新サービス移行の
申込みが増加している。

○

その他住宅［室
内装飾業］（従
業員）

販売量の動き ・年度末になって店舗の改装や工場の設備投資の工事を受注
した。

○

その他住宅［展
示場］（従業
員）

来客数の動き ・天候が良くなり来客数の動きが増えている。

□
商店街（代表
者）

単価の動き ・来客数は依然として多いが、値上げした割に客単価は相変
わらず低く好調とは言い難い。

□

一般小売店［結
納品］（経営
者）

単価の動き ・今月は天候不順の影響もあり来客数が少ない。

□

一般小売店［高
級精肉］（常勤
監査役）

販売量の動き ・米国の関税政策が安定するまではなかなか見通しが立たな
い。

□

一般小売店［生
花］（経営者）

販売量の動き ・お彼岸の売上は前年比では20％減少した。年々若い人の墓
参離れが進んでいる。卒業や異動、退職等の花束は逆に増え
ている。

□

一般小売店［贈
答品］（経営
者）

お客様の様子 ・決算月ということで動きに期待したが、かなりの値上げが
あった影響で財布のひもが固くなっている。大企業を中心と
して所得の多い人はそれなりに消費を伸ばしており順調な様
子だが、中小企業までは賃上げの波がまだ来ていない。大企
業は良いが大半の中小企業は伸びていないため、結果的に景
気は変わらない。

□

一般小売店［生
活用品］（販売
担当）

お客様の様子 ・例年ギフト需要の多い時期だが、１品単価が下がってきて
いる。

□
百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・しばらくの間、景気は上向きで推移してきたが、ここに来
て足踏み感がある。

□
百貨店（営業企
画担当）

単価の動き ・高額品に値上げがあったが前年比では若干プラスで推移し
ている。

□

百貨店（販売担
当）

単価の動き ・購入意欲は高く維持され、月後半のイベントでは高額品の
自家需要が多くみられた。インバウンドの来客数は微減なが
らも、単価が高く売上としては好調である。

□
百貨店（販売担
当）

お客様の様子 ・20代以下をターゲットにした化粧品は好調が続いており、
若者の購買意欲は高い様子である。

□
スーパー（経営
者）

販売量の動き ・来客数は増加しているが、売上増加にはつながっていな
い。

□
スーパー（店
長）

販売量の動き ・商品の値上げが相次いだことにより、買上点数が鈍ってい
る。

□
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・ダイレクトメールを出せば反応がある。

□

スーパー（店
員）

単価の動き ・天候に恵まれ、年始の頃は高騰していたキャベツや白菜が
手頃に買える値段にまでなり、売上に良い影響を与えた。

□
スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・土日の来客数は増えているが、平日が少なくなっている。

□

コンビニ（企画
担当）

販売量の動き ・来客数が前年割れの店舗が見受けられるが、客単価の上昇
により売上は前年を上回っている。この傾向は以前からみら
れ、しばらく続くとみられる。

□

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・春休みに入る中旬から下旬のタイミングで気温が高くなっ
たこともあり、飲料やアイスなどの動きが良くなった。外出
の機会も増え、おにぎり、サンドイッチや菓子パンなどの主
要商品は客層を問わず販売数が多い状態を維持している。
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□

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・インバウンドの来客数が顕著に増えており、特に夜間と土
日の利用が多い。日本人客の利用傾向は変わっていない。

□

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・今月は寒暖差が大きかったが晴天に恵まれ、４月からの
ビール等の値上げに備えて買いだめする仮需要も加わり、売
上が前年並みに回復した。

□

コンビニ（本部
管理担当）

来客数の動き ・今月売上は前年比101.6％で、特に客単価が前年比で好調
である。物価高の影響が大きいと判断しており、景気判断と
しては、状況に大きな変化がなく安定している。

□

衣料品専門店
（売場担当）

単価の動き ・客の様子は、少しでも安く購入したいという人が多い。今
月も競合に比べて自店の売上はかなり良い状況であったが、
その要因としては女性商品の30％オフの影響が大きい。他店
では２割引程度が多いなかで客は詳しく調べて来店してい
る。ただし、月の前半の売上は良かったが、後半になると下
見だけで購入に至らない客がやや増えた印象を受ける。

□
衣料品専門店
（売場担当）

お客様の様子 ・依然として、物の購入は必要最低限にとどまっている。

□

衣料品専門店
（販売企画担
当）

お客様の様子 ・例年とは商品の動きが違い、特定の商品が集中的に売れて
ほかは売れないような状況である。全体的にややマイナス程
度で落ち着いている。

□

家電量販店（営
業担当）

販売量の動き ・新生活需要を期待していたが、携帯電話は好調なものの、
引っ越す人が少ないのか生活家電が思ったほど伸びていな
い。

□
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・３月であるが新車の売行きが余り良くない。

□

乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・客との会話で、日常生活に必要な物の価格が高くなり今必
要な物を買うだけで金がなくなってしまう、車が動かなく
なってしまえば仕方ないがそうでなければ車に回す予算はと
ても考えられないなど、身の回りで物価上昇に苦慮している
言葉が絶えない。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・決算期でもあり販売台数は前年並みを確保できたが、競合
が激しく収益は厳しかった。

□

乗用車販売店
（従業員）

それ以外 ・年度末の割に全体的に動きが少なかった。アクセス数と来
客数はそれほど減少していないため印象としては悪くない
が、余り特徴的な動きのない１か月であった。

□

その他専門店
［書籍］（社
員）

販売量の動き ・新年度に向けた販売量は順調だが、一部で少子化の影響に
より販売量の伸びが悪くなっている。

□

高級レストラン
（経営企画）

来客数の動き ・平日夜は変わらず厳しい来客数であるが、週末や春休みは
好調に推移した。ハレの日需要は、より高くなる傾向にあ
る。

□

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・自店の立地条件と客の年齢層を考えると、来客数がこれ以
上増える見込みはない。常連客の中には来店頻度が随分減っ
た客もいる。

□
一般レストラン
（従業員）

販売量の動き ・来店客が増えた。

□

その他飲食［ワ
イン輸入］（経
営企画担当）

販売量の動き ・物価上昇が消費にどのように影響するか心配していたが、
販売量は前年比ほぼ100％で推移している。消費が増加する
ような要素はみられないが、悪くなっていく要素もみられな
い。

□

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・３月に入り春休みシーズンということもあって、進学や就
職等で地元を離れた人が帰省している。家族や友人知人と団
らんの機会が増え、利用者も増加している。前年と比べて温
暖な天候も手伝って需要が伸びている。

□

都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・レストランは、ランチが比較的良いが、宴会では歓送迎会
が新型コロナウイルス感染症発生前の水準まで戻らない。宿
泊は、仕入コスト高騰から価格を上げており、稼働は下がっ
ている。

□
旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・客の動向としては上向きだが、物価の上昇が予想以上に家
計に響いている様子がみられる。
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□

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・客からの案件は２極化している様子で、予定どおり計画す
るケースもあれば、家計の負担増加から少し費用をおさえる
ケースもある。海外ウェディングやハネムーンの問合せも少
しあるが、費用面で折り合いが悪い。

□

タクシー運転手 お客様の様子 ・異動や退職等で歓送迎会がみられるが、思ったほど客の動
きはない。週末に人出はあるが乗車率が今一つで、余り変化
はみられない。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・価格交渉が厳しく入るようになった。

□

テーマパーク職
員（総務担当）

来客数の動き ・３月前半は集客が伸び悩んだが、下旬は気候が温暖になり
春季イベントの開催効果もあり、月次の目標値を超えること
ができた。

□

観光名所（案内
係）

お客様の様子 ・周りからは景気が悪いという声を聞くことが圧倒的に多
い。まあまあであるという人がごくたまにいる程度である。

□
ゴルフ場（経営
者）

単価の動き ・物価上昇と労務費増加に伴う価格転嫁が難しく、収益が確
保しづらい。

□
パチンコ店（経
営者）

販売量の動き ・前年の売上と変わらない数字となっている。人の流れが変
わりつつあるため、来月以降に期待したい。

□
美顔美容室（経
営者）

販売量の動き ・美容商品のセット販売が前月から引き続き好調である。

□
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・販売量は相変わらず横ばいが続いている。

□

その他住宅［不
動産賃貸及び売
買］（営業）

単価の動き ・例年どおりの繁忙期だった。

▲

百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・気温が非常に低い日が続き、春とは思えない状況で春物衣
料や雑貨を中心に大きく苦戦した。食料品を中心とした物価
の上昇もあり総菜などの動きが悪く、ホワイトデー需要も職
場などでの返礼が少なくなっている様子で、菓子の売上も大
きくは伸長しなかった。

▲

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・ハレの日用の衣料や服飾雑貨の売上は上向きにあるが、こ
れまで堅調に推移していた食品部門の売上が購買点数の減少
に伴って落ち込んでいる。

▲

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・寒さが続いたためかあるいは物価高の影響か、客の購買意
欲の低下がみられる。インバウンド需要もここ最近は減少し
ている。

▲
百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・インバウンドは好調を維持しているが、来客数が以前より
鈍化している。

▲
スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数が下げ止まらない状況である。

▲

衣料品専門店
（店長）

単価の動き ・客の購買行動に慎重さがうかがえる。購入に当たっては時
間を掛けて吟味しており、単価も下がっている。

▲
家電量販店（店
員）

単価の動き ・高単価な商品がなかなか売れず、消費者の予算は低い様子
である。

▲

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・取扱全車種のうち半数以上が販売停止になっている。部品
供給の関係で生産停止の車種もあり、売りたくても売る車が
ないのが現状である。

▲

その他専門店
［貴金属］（経
営者）

来客数の動き ・例年３月は卒業や入学、入社の時期で購買意欲は向上する
が、今年は円安による物価高騰や社会情勢不安などの要因
で、消費者の動きが非常に鈍くなっている。

▲
一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・来客数の割に販売量が伸びない。

▲

その他飲食［仕
出し］（経営
者）

お客様の様子 ・急激な物価高騰や米国関税の影響への不安など、後ろ向き
の雰囲気をひしひしと感じる。

▲

旅行代理店（経
営者）

それ以外 ・ターミナル駅前や乗換地点の居酒屋では、繁盛店とそれ以
外で夜の混み具合がはっきりと分かれている。目抜き通りの
飲食店でも、閉店し、シャッターが閉まったままの空き店舗
が徐々に増えている。
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動向
関連

(東海)
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▲

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・例年３月は新規契約、解約共に増える傾向にあるが、今年
はどちらも余り増えていない。人が動いていないとみられ
る。

▲
テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・春休みになって期待したが、余り動きがない。物価高騰が
影響している可能性がある。

▲
理美容室（経営
者）

来客数の動き ・天候も暖かくなり客が増えるはずの時期だが、なかなか来
店がない。

▲
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・様々な客と接しているが、ほとんどの客が物価高に疲弊し
ている。

▲
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・物価が高すぎて厳しい。消費税減税等の施策がないと、こ
のままでは立ち行かない。

▲

美容室（経営
者）

来客数の動き ・コロナ禍以降、４～５年前から出足が落ちたまま戻ってい
ない。今冬の厳しい寒さも影響した。客が高齢化しているた
め、健康問題や天候で大きく打撃を受ける。

▲

その他サービス
［介護サービ
ス］（職員）

単価の動き ・仕入先、運送会社双方より運賃改定の相談が再び増えてき
ている。

▲

その他住宅［住
宅管理］（経営
者）

お客様の様子 ・リフォーム工事の話はあるが、何度見積りを出してもなか
なか施工には至らない。全ての建材が値上がりし、施主の負
担は増え、思うようなリフォームができない。１件１件に時
間が掛かり、利益が上がらない。この先ますます仕事が取り
づらくなる。

×

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・物価が非常に上がっている。値上げに次ぐ値上げで米の価
格が２倍程度になっていることを筆頭に、４月からも更に値
上がりする品物が増える。先行きに明るい兆しがみえない。

×

スーパー（総
務）

単価の動き ・物価の上昇が止まらず全ての商品が値上がりして、客は少
しでも安い物を購入したくても選択の余地がなくなってい
る。

×
衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・自店の客は年齢層が高いため天候不順で外出を控えている
上、来店しても購入量が少なくなっている。

×
乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・物価高の行方は政策に掛かっている。

× タクシー運転手 来客数の動き ・ガソリン価格高騰を始めとした物価高騰が厳しい。

×
設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・設計中の案件が中止になり、設計料が支払われない。

×
住宅販売会社
（経営者）

単価の動き ・２回、３回と値下げしないと売れない状況で困っている。

×

住宅販売会社
（従業員）

それ以外 ・家を持ちたい欲求は客にあり、頭金はなく、全額借入れで
返済期間を延ばしてでも欲しいという30代が増えてきた。

◎ － － －

○

化学工業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・電子材料向けクリーン容器の注文が国内、海外向け共に増
えている。海外については、特に台湾向けが増量している。

○

窯業・土石製品
製造業（社員）

受注量や販売量
の動き

・今月納品分の受注増加は年度内の予算消化と考えていた
が、５月連休前の納品依頼の注文も例年より多く、全体的に
客の稼働率が上がっている。

○

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・客先で年度末に向けた設備投資があった。新年度にも設備
投資の見込みがあり、全体的に良い方向に向かっている。

○

その他非製造業
［ソフト開発］
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・大手企業からは、新しい商品が出ず外注において設備投資
は低調なままで、景気は変わらない。この状態が当分続く。

□
食料品製造業
（社員）

受注量や販売量
の動き

・海外輸出の受注量は変動があるが、国内受注量には大きな
変動はない。

□

化学工業（総務
秘書）

それ以外 ・世界経済で懸念されるのは米国の関税であるが、直ちに景
気に影響はない。人材獲得のための初任給引上げやベース
アップは、これまでの次元を大きく超えるもので、好況感を
後押ししている。

□

一般機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・大手企業による半導体関連の設備投資は、計画はあるがな
かなか受注に至らず横ばいが続いている。

家計
動向
関連

(東海)

企業
動向
関連

(東海)
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□

電気機械器具製
造業（企画担
当）

それ以外 ・新卒社員の給与が上昇傾向のなか、中堅社員の給与は据置
きされている。物価高が続く一方で手取りが増えないため、
消費は伸び悩んでいる。製品の売上は、伸びている地域とそ
うでない地域のまだら模様で全体として成長している実感は
ない。

□

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・鋼材価格等の上昇分は価格転嫁できているが、生産量がこ
こ３～４か月ほど横ばいが続いているため、どちらともいえ
ない状況である。

□

輸送用機械器具
製造業（品質管
理担当）

取引先の様子 ・新たに人を雇うにも余り応募がなく、実際に雇用してもす
ぐ辞めてしまうことが増えている。求職者側の選択肢が増え
ている。

□

輸送用機械器具
製造業（管理担
当）

それ以外 ・ガソリン価格、物価や米価の高騰が続き、景気回復の見込
みはない。

□

建設業（役員） 受注量や販売量
の動き

・年度末ということで、住宅販売としては毎年客の動きが活
発化する。本年も成約数は伸びたが、月末に近づくにつれて
来客数が減少しており、来月は厳しくなる見込みである。

□

建設業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・物価高や人件費の高騰の影響で、見積りが高くなり、実際
の作業等の決裁が下りにくくなっている。公共事業の案件で
あれば高めに見積りができるものの、利益はなかなか伸び悩
んでいる。

□

輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・３月は繁忙期である。各荷主共に期末で出荷が多くなり、
引っ越し業務に携わっている運送会社も仕事をこなすのに精
一杯である。ただし、単価はそれほど上がっていない一方で
経費は増加している。

□
輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・国内物量が鈍化し、前年並みの状態である。

□

輸送業（エリア
担当）

それ以外 ・運送業界はサービス業であり、製造業の利益が潤わない限
り恩恵が回ってこない構造がある。全国的なメーカーの動き
を見てもヒット商品がなく、何が売れるのか分からない閉塞
感が漂っているのが、バブル以降の状況である。この何十
年、少ない利益をどうカバーするかに終始する状況が変わら
ず続いている。

□

金融業（従業
員）

それ以外 ・物価の上昇が続いており、決して楽ではない生活が身の回
りでは続いている。賃上げもニュースになっているが、それ
以上に物価が上がっている。

□

金融業（企画担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・大手企業の賃上げ報道が多いが、中小企業では大手企業の
ような賃上げは困難である。受注価格や販売価格が上昇し、
従業員の給与へ反映できるまでにならないと個人消費は伸び
ず、景気は良くなっていかない。

□

不動産業（経営
者）

それ以外 ・例年よりも寒い日や雨の日が多いこともあり、徒歩や自転
車での外出は減少傾向だが、車での外出は増加傾向にある。
今月の売上は前年をやや上回っている。

□

広告代理店（制
作担当）

取引先の様子 ・印刷物など紙媒体の広告受注量は微増しているが、紙類や
インク等の素材が値上がりした影響で、収益は現状維持の見
込みである。

□

新聞販売店［広
告］（店主）

取引先の様子 ・メンテナンス費用や消耗品に関しても、取引業者が年度替
わりを機に価格改定を行っている。不可抗力による突発性の
故障は仕方ないが、定期的な出費は利益減少に直結する。他
業界でも同じ動きがあると耳にすることが多い。

□

行政書士 それ以外 ・景気は良くない。業者からは、行政の労働時間の管理が厳
しい、ガソリン代は上がっているのに荷主が運賃を上げてく
れない、質の良いドライバーが集まらない、転職を考えてい
る等の声を聞く。

□

会計事務所（職
員）

それ以外 ・新型コロナウイルス感染症発生前と比べ舞台の入場券や観
劇ツアーの料金は上がっているが、予約が取りにくかった
り、すぐに予約が一杯になったりする。この状況は前年から
続いており変わらない。

▲

食料品製造業
（経営企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・前年秋に値上げした商品の受注量が計画を大きく下回って
いる。価格に見合った価値の訴求に、今まで以上に配慮しな
ければ淘汰される。

企業
動向
関連

(東海)
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▲

パルプ・紙・紙
加工品製造業
（顧問）

受注量や販売量
の動き

・３か月前は年末需要があったが現在は季節的な需要もな
く、受注量、販売量共に全体として減少している。

▲
金属製品製造業
（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・価格が低下しており、販売数量も減少している。

▲
金属製品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・自社の受注残量と同様、取引先や協力会社も仕事量が少な
いという声が多い。

▲

電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・生産拠点の縮小を伴う統合などで生産量が落ちている。

▲

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・ドラッグストアやホームセンター向けの物量が前年比で
減っている。単価が上がっているため売上の数字には出にく
いが、消費者は財布のひもが固くなっている。

▲

通信業（法人営
業担当）

それ以外 ・新型コロナウイルス感染症や自然災害を経験し、生活者に
もネット主体の社会生活や行動様式、電子マネーが浸透し
た。最近は回転すしやファミレス以外のカフェなどにもタッ
チパネルによる注文方式の飲食店が出現している。人が減っ
て労働人口を補うための策が浸透すればするほど、景気は悪
くなっていく。

▲

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・食品、特に主要商品である米の価格が上がって負担が大き
くなり、ガソリン代や光熱費など毎月掛かる支出が増加する
なかで、賃上げはそれに追い付いていないため、厳しい状況
である。

×
鉄鋼業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注量、販売量は１割以上落ちており、回復が見込めるよ
うな話もない。

×

通信業（総務担
当）

それ以外 ・ＩＴサービス企業の収益は前年比プラスの実績であるが、
個人の景況感は別である。食品価格や物価上昇が家計を完全
に圧迫しており、国民が全て暗い雰囲気のなかにいる。

◎ － － －

○

人材派遣会社
（営業担当）

求職者数の動き ・季節需要で４月の転職希望者が出たことにより、求人数、
求職者数は増加した。また、直接雇用の切替えは前年よりも
増加傾向にある。

○

アウトソーシン
グ企業（エリア
担当）

周辺企業の様子 ・自動車製造業では、大手自動車メーカーのなかでも国内や
中国での販売不調が継続しているメーカーと、好調なメー
カーに分かれている。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・法人の送別会利用が多かった。

□
人材派遣会社
（営業担当）

それ以外 ・米を筆頭に食品関係の物価高騰の影響を受けている。

□

人材派遣会社
（営業担当）

周辺企業の様子 ・３か月前と比較すると４月の採用に向けた求人数が増加す
る一方で、求職者数は僅かに増加しており、より条件の良い
企業への人材流動が進み、人材市場における競争が激しく
なっている。

□

職業安定所（所
長）

求人数の動き ・求人数は前年同月と比較しやや減少している。大・中規模
の企業には人材不足の声が大きく、３か月前同様に人手不足
感は強くなっている。一方、小・零細企業においては取引先
の価格転嫁の状況などを見つつ、求人を手控えしている様子
である。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・産業別の新規求人数について、運輸業、卸売小売業は微
減、建設業、製造業、宿泊・飲食サービス業、医療業等は増
加傾向となった。特に宿泊・飲食サービス業については大幅
な増加傾向にあり、業種によりばらつきがみられる。

□

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・小売業全般で人手不足の状況が続いており、積極的に雇用
を拡大しているという声を聞いた。一方、事業転換やデジタ
ル化などを推進し、人件費や生産コストの抑制を図る方向へ
方針転換を検討しているという話もあった。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数が前年同月比で増加したものの、新規求職申込
件数も同様に増加した。

□

民間職業紹介機
関（営業担当）

採用者数の動き ・年度末を迎え、採用決定数が伸長する例年のトレンドに変
化はないが、優秀な人材の獲得競争は更にし烈を極めてい
る。

企業
動向
関連

(東海)

雇用
関連

(東海)
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▲

人材派遣業（営
業担当）

周辺企業の様子 ・景気の先行きに不安がある。相変わらず各種値上げが続い
ているため企業の原価が上昇し、景気はじわじわとの悪化し
ている。

▲

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・前月に落ち込んだ新規登録者数は、今月も前年比で40％減
少した。賃上げの動きにより、現職にとどまる求職者が多い
様子である。その反面、人手不足の企業では求職者が望むレ
ベルの賃上げに対応できない企業が多く、枯渇感が強まって
いる。

▲

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

周辺企業の様子 ・米国政権が替わってから国際的にいろいろな不確定要素が
発生している。県内企業でも自動車関連を中心として影響が
みられる。コスト高も続いており全体的に悪くなっていく方
向と考える。

▲

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・新卒者の給与引上げへの対応のため業務効率化やＩＴ導入
などを進め、人件費増加の負担を軽減するとともに、既存従
業員の給与体系を見直したいという声がある。最低賃上げに
ついては、これ以上の引上げは難しいという声を聞く。

▲
職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・有効求職者数が19か月ぶりに減少に転じた。

× － － －

雇用
関連

(東海)


